



Obsessive―Compulsive Symptoms Observed in a Student with Eating Disorder
<索引用語:摂食障害、強迫症状、強迫行為>





説 は,今 世紀前半 に,Palmer&」Ones3)が提
唱 して以来, 多くの臨床医の支持 を集 め,












































































て も,食べ られない。噛む回数 も30回と決めてい
る。 それ以外の変更はできない。(2)無駄な時間が

























「肉 じゃが, ご飯,お茶」 というメニューにする






















「今 日はち ょつと食べす ぎたか ら,明 日は少なめ
に してお こう。」 というような融通性がな く, 自
分自身の決めたルールを頑に守 ろうとするのであ
る。











































































































































を楽 しまなくてはいけないと思い,学業 ・部活 ・






























































だろうか。 A子には,道徳的 ・倫理的な自分 と,
欲求に従 って自由に振 るまいたい自分 との葛藤が
まった く見 られない。つまり,自我の二重構造の
中で道徳的 ・倫理的自己が強 くあ らわれ, もう一
方の考えを抑制 して 「自分」を表すのではな く,
道徳的 ・倫理的な価値観がそのまま 「自分」 とし
ての唯一無二 の存在 の仕方であ り, その意味で
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